
　

ル
ー
ル
の
細
目
決
定
作
業
を
に
ら
み
な
が
ら�

「
独
創
的
」
な
対
策
を
模
索�

大
和
総
研
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー�

シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
　

深
谷
　
羊
子�

規
制
強
化
の
大
手
金

融
機
関
へ
の
影
響

現
実
路
線
へ
軌
道
修
正
さ
れ
る

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法

現
在
、
ル
ー
ル
作
成
期
限
が
早
め

に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、

金
融
業
界
に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い

も
の
と
し
て
、
自
己
勘
定
（
プ
ロ
ッ

プ
）
取
引
や
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
へ

の
投
資
を
制
限
す
る
い
わ
ゆ
る
ボ
ル

カ
ー
・
ル
ー
ル
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市

場
の
新
規
制
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ノ

ン
バ
ン
ク
規
制
や
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・

リ
ス
ク
の
大
き
い
金
融
機
関
の
解
体

の
ル
ー
ル
も
市
場
に
は
大
き
な
影
響

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ル
ー
ル
作

成
期
限
は
ま
だ
少
し
先
で
あ
る
。
住

宅
ロ
ー
ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も

含
む
銀
行
手
数
料
と
い
っ
た
消
費
者

関
連
の
ル
ー
ル
作
成
も
、
今
年
７
月

に
消
費
者
保
護
庁
（
現
在
、
財
務
省

の
な
か
にC

onsum
er

F
inancial

P
rotection

B
ureau

が
暫
定
発

足
）
が
発
足
し
て
か
ら
具
体
化
す
る

見
込
み
で
あ
る
が
、
各
金
融
機
関
は

早
々
と
対
応
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
。ド

ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
１
９
３

０
年
代
の
グ
ラ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ガ
ル

法
以
来
の
大
幅
規
制
改
革
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
う
ル
ー
ル
作
成
量
も
計
３

３
０
と
膨
大
で
あ
る
。
な
か
で
も
証

券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
は
９７
の

ル
ー
ル
を
担
当
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
６７
、
商

品
先
物
取
引
委
員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）

が
５２
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
二
つ

以
上
の
省
庁
で
の
合
同
作
成
作
業
も

加
わ
る
。

か
く
も
大
規
模
な
規
制
の
見
直
し

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
は
走
り
な
が

ら
考
え
る
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
、
作
成

期
限
は
１
年
か
ら
２
年
以
内
と
い
う

も
の
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
ル
ー
ル

作
成
を
任
さ
れ
た
各
省
庁
は
人
手
不

足
で
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
昨
年
１１

月
の
中
間
選
挙
で
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
規
制
緩
和
、
親
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
場

を
と
る
共
和
党
が
勝
利
し
た
こ
と

や
、
大
幅
な
財
政
赤
字
で
、
ド
ッ
ド

・
フ
ラ
ン
ク
法
成
立
時
に
約
束
さ
れ

て
い
た
各
省
庁
へ
の
予
算
増
額
配
分

も
危
う
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
や
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
新

ル
ー
ル
作
成
の
た
め
の
要
員
を
新
規

雇
用
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
通
常

の
市
場
モ
ニ
タ
ー
の
た
め
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
投
資
も
白
紙
に
戻
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た

ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
１
０
年
７
月
１６
日
に
成
立
し
た
金
融
改
革
法
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
」
に
基
づ

き
、
各
管
轄
省
庁
で
規
制
の
詳
細
を
定
め
る
ル
ー
ル
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
国
際
規
制
と
し
て
は
、
バ
ー

ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
も
１０
年
１２
月
に
バ
ー
ゼ
ル
�
の
最
終
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
規
制
強

化
の
影
響
と
、
大
手
金
融
機
関
の
対
応
策
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
た
い
。
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る
ル
ー
ル
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
各
省
庁
の
担
当
者
が
業

界
セ
ミ
ナ
ー
で
各
種
ル
ー
ル
の
重
要

度
を
示
し
て
ほ
し
い
、
と
規
制
さ
れ

る
側
に
訴
え
る
始
末
だ
。
現
実
に
ド

ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
で
決
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
作
成
期
限
に
間
に
合
わ
な
い

ケ
ー
ス
も
い
く
つ
か
出
て
き
て
い

る
。活

発
化
し
て
い
る
金
融
機
関
に
よ

る
ロ
ビ
ー
活
動
の
論
点
と
し
て
は
、

規
制
が
厳
し
す
ぎ
る
と
信
用
供
与
に

影
響
が
出
て
、
市
場
の
流
動
性
が
損

な
わ
れ
、
金
利
コ
ス
ト
が
高
く
な

り
、
景
気
回
復
の
足
を
引
っ
張
る
と

い
う
危
惧
と
、
米
金
融
機
関
の
国
際

競
争
力
が
そ
が
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
の
が
お
も
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
法
案
の
段
階
で
は

解
釈
し
だ
い
で
は
厳
し
い
規
制
と
な

る
可
能
性
が
あ
っ
た
条
項
も
、
よ
く

い
え
ば
現
実
的
、
悪
く
い
え
ば
骨
抜

き
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

バ
ー
ゼ
ル
�
の
影
響
は
軽
微

バ
ー
ゼ
ル
�
の
目
玉
は
、
新
た
な

流
動
性
と
レ
バ
レ
ッ
ジ
規
制
を
盛
り

込
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

計
測
方
法
が
ま
だ
確
立
、
実
証
さ
れ

て
お
ら
ず
、
最
終
的
に
は
資
本
の
積

増
し
を
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
将
来
の

金
融
危
機
に
備
え
る
と
い
う
、
や
や

荒
っ
ぽ
い
対
処
法
と
な
っ
た
。
流
動

性
規
制
と
し
て
流
動
性
カ
バ
レ
ッ
ジ

比
率
と
安
定
調
達
比
率
と
い
う
二
つ

の
定
量
的
基
準
が
導
入
さ
れ
た
。
レ

バ
レ
ッ
ジ
規
制
に
つ
い
て
は
、
ア
メ

リ
カ
で
は
す
で
に
国
内
規
制
で
導
入

済
み
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
比
べ

銀
行
の
資
産
規
模
が
大
き
い
割
に
は

抱
え
る
リ
ス
ク
は
小
さ
い
と
さ
れ
る

欧
州
は
、
リ
ス
ク
に
基
づ
い
た
資
本

規
制
を
主
張
し
、
リ
ス
ク
を
考
慮
に

入
れ
な
い
レ
バ
レ
ッ
ジ
規
制
導
入
に

反
対
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
国
際
規
制

交
渉
は
常
に
、
自
国
金
融
機
関
の
国

際
的
な
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る
結
果

と
な
ら
な
い
こ
と
が
大
き
な
目
的
と

な
る
。
最
終
的
に
はT

ier１

普
通

株
ベ
ー
ス
で
７
％
の
資
本
を
確
保
す

る
と
い
う
や
や
厳
し
い
規
制
と
な
っ

た
が
、
移
行
期
間
を
１９
年
ま
で
と
長

く
す
る
こ
と
で
合
意
を
み
た
。
米
銀

に
つ
い
て
は
現
状
、
す
で
に
資
本
基

準
を
達
成
済
み
か
、
資
本
調
達
が
必

要
と
し
て
も
巨
額
で
は
な
い
こ
と
、

お
よ
び
、
移
行
期
間
も
長
い
こ
と
か

ら
、
株
式
発
行
調
達
へ
の
活
発
な
動

き
は
み
ら
れ
な
い
。

新
ル
ー
ル
の

制
定
状
況

プ
ロ
ッ
プ
取
引
か
ら
の
撤
退

は
１４
年
ま
で
に
完
了

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
に
は
大
き
く

分
け
て
二
つ
の
柱
が
あ
る
。
一
つ
は

自
己
資
金
を
使
っ
た
プ
ロ
ッ
プ
取
引

の
禁
止
で
、
も
う
一
つ
は
ヘ
ッ
ジ
・

フ
ァ
ン
ド
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク

イ
テ
ィ
（
Ｐ
Ｅ
）
フ
ァ
ン
ド
な
ど
未

上
場
で
規
制
の
緩
い
フ
ァ
ン
ド
へ
の

自
己
資
金
の
投
資
制
限
で
あ
る
。
銀

行
免
許
を
も
つ
金
融
機
関
に
対
す
る

プ
ロ
ッ
プ
取
引
禁
止
に
つ
い
て
は
、

１
月
１８
日
に
金
融
安
定
監
督
評
議
会

（F
inancial

S
tability

O
ver-

sightC
ouncil

）
が
調
査
レ
ポ
ー

ト
を
発
表
し
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に

基
づ
き
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
り
ル
ー
ル
が

作
成
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
期
間
を
経
て
、
今
年
１０
月
半
ば
に

は
最
終
ル
ー
ル
が
決
定
さ
れ
る
と
い

う
の
が
、
現
段
階
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
る
。
ル
ー
ル
の
施
行
は
１２
年

７
月
か
ら
始
ま
り
、
移
行
期
間
を
経

て
、
１４
年
ま
で
に
は
基
本
的
に
遵
守

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
る
も
よ

う
。
未
上
場
フ
ァ
ン
ド
へ
の
投
資
禁

止
は
規
制
の
施
行
か
ら
５
年
間
と
い

う
長
い
猶
予
期
間
が
与
え
ら
れ
る
予

定
で
あ
る
。

「
セ
ク
シ
ョ
ン
７
１
６
」

（
リ
ン
カ
ー
ン
条
項：

ス
ワ
ッ
プ

・
デ
ス
ク
・
プ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
）

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
は
別
に
、

連
邦
預
金
保
険
公
社
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
）

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
銀
行

は
、
ス
ワ
ッ
プ
・
デ
ス
ク
を
別
会
社

化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
条

項
で
あ
る
。
今
年
の
７
月
ま
で
に
ル

ー
ル
が
作
成
さ
れ
、
３
年
後
の
施
行
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が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
リ
ス
ク
の
高
い
業
務
の
み
と
い

う
こ
と
で
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
・
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
対
象
と
な
る

が
、
金
利
や
為
替
ス
ワ
ッ
プ
業
務
は

分
離
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
別
資

本
で
あ
れ
ば
子
会
社
で
も
問
題
が
な

い
と
さ
れ
た
た
め
、
当
初
考
え
ら
れ

て
い
た
よ
う
な
大
き
な
問
題
で
は
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
条
項
に

よ
る
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
の
期
待
利
益
喪

失
額
は
推
計
年
間
１０
億
�
規
模
に
の

ぼ
る
と
さ
れ
る
。

新
し
い
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
制

公
表
は
７
月

Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
ル
ー
ル
作

成
を
行
う
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
規
制
は
、

ス
ワ
ッ
プ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
の

登
録
義
務
、
標
準
型
ス
ワ
ッ
プ
の
公

開
取
引
シ
ス
テ
ム
で
の
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
、
中
央
清
算
機
関
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）

に
よ
る
決
済
な
ど
、
市
場
の
性
格
を

大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
大
き

な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
大
手
ス

ワ
ッ
プ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
は
ど
こ
ま

で
の
規
模
の
会
社
が
含
ま
れ
る
の

か
、
あ
る
い
は
標
準
型
ス
ワ
ッ
プ
と

は
何
か
、
と
い
っ
た
定
義
付
け
か
ら

出
発
し
て
い
る
た
め
大
仕
事
の
感
が

あ
る
。
ル
ー
ル
作
成
期
限
は
他
分
野

の
規
制
と
比
べ
て
早
め
に
設
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ル
ー
ル
案
作
成
は
各

管
轄
官
庁
で
現
在
、
佳
境
に
入
っ
て

い
る
。
株
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ

プ
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
管
轄
、
コ
モ
デ
ィ
テ

ィ
や
為
替
ス
ワ
ッ
プ
、
お
よ
び
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
に
基
づ
く
ス
ワ
ッ
プ
は
Ｃ

Ｆ
Ｔ
Ｃ
管
轄
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
１２
月
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
ス
ワ
ッ
プ

に
関
す
る
ル
ー
ル
を
発
表
、
コ
メ
ン

ト
期
間
に
入
っ
た
の
に
続
き
、
今
年

１
月
に
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
ル
ー
ル
を
発
表

し
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
取
引

所
で
売
買
さ
れ
る
先
物
や
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
を
管
轄
し
て
い
た
た
め
、
必
ず

し
も
相
対
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
の
ス
ワ
ッ
プ

市
場
の
取
引
慣
行
に
精
通
し
て
い
る

と
は
い
え
ず
、
発
表
し
た
ル
ー
ル
の

な
か
に
は
混
乱
を
招
く
も
の
が
多
く

あ
る
感
が
否
め
な
い
。
た
と
え
ば
大

き
な
サ
イ
ズ
の
ス
ワ
ッ
プ
（
ル
ー
ル

案
の
な
か
で
は
「
ブ
ロ
ッ
ク
・
ト
レ

ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
は
執
行

後
１５
分
以
内
に
公
開
、
報
告
を
義
務

付
け
る
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
と
比

較
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
ル
ー
ル
は
市
場
の

現
状
を
あ
る
程
度
考
慮
し
、
実
現
可

能
性
が
高
い
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

詳
細
が
ど
こ
に
落
ち
着
く
か
は
ま
だ

流
動
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
２
、
３
カ

月
の
う
ち
に
は
コ
メ
ン
ト
期
間
が
終

了
し
、
７
月
ま
で
に
最
終
ル
ー
ル
が

発
表
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

各
金
融
機
関
の
対
応

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
対
応

台
風
の
目
は
大
物
ト
レ
ー
ダ
ー

１
月
発
表
の
第
４
四
半
期
決
算

で
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
収
益
が
各
金

融
機
関
で
落
ち
込
ん
だ
の
は
、
ボ
ル

カ
ー
・
ル
ー
ル
の
う
ち
プ
ロ
ッ
プ
取

引
禁
止
が
一
因
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
収
益
が
大

き
い
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス

（
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
）
は
５２
％
の
減
益

で
、
う
ち
３１
％
が
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
門
の
減
益
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

・
リ
ス
ク
（
Ｖ
ａ
Ｒ
）
も
４５
％
減

で
、
こ
れ
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
だ

け
で
な
く
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
関
す

る
規
制
、
そ
れ
に
資
本
増
強
規
制
を

に
ら
ん
だ
動
き
と
考
え
ら
れ
る
。
モ

ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
は
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
か
ら
ブ
ロ
ー
カ
ー
業
務
へ
軸

足
を
移
し
つ
つ
あ
る
の
が
今
回
の
決

算
で
鮮
明
に
な
っ
た
。

ま
た
、
施
行
は
ま
だ
か
な
り
先
と

な
る
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
プ
ロ
ッ

プ
取
引
禁
止
に
つ
い
て
、
各
金
融
機

関
は
す
で
に
対
応
を
始
め
て
い
る
。

実
際
に
は
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
を
含

む
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
が
成
立
し

て
し
ま
っ
た
以
上
、
才
能
の
あ
る
ト

レ
ー
ダ
ー
を
引
き
止
め
て
お
く
の
が

む
ず
か
し
い
、
と
い
っ
た
ほ
う
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
対
顧
客
フ
ロ
ー
取
引

は
例
外
と
し
て
許
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
抜
け
道
と
な
る
可
能
性
が
高

い
。
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
顧
客
に

対
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
メ
イ
キ
ン
グ
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と
プ
ロ
ッ
プ
取
引
の
境
界
線
を
引
く

の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
プ
ロ
ッ
プ
取
引
禁
止
と

い
っ
て
も
、
各
金
融
機
関
の
自
己
申

告
が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と

が
は
っ
き
り
み
え
て
き
た
。
結
論
と

し
て
、
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
は
当
初

予
想
さ
れ
た
ほ
ど
の
頭
痛
の
種
で
は

な
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
前
述
の
と
お
り
、
大
物

ト
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
対
策
を
講

じ
ざ
る
を
え
な
い
。
大
手
金
融
機
関

の
対
応
は
い
く
つ
か
に
分
類
で
き

る
。

�
プ
ロ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ダ
ー
が
チ
ー

ム
で
あ
る
い
は
個
人
で
ヘ
ッ
ジ
・
フ

ァ
ン
ド
に
引
き
抜
か
れ
る
ケ
ー
ス：

バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ

ア
の
プ
ロ
ッ
プ
・
チ
ー
ム
が
ブ
ラ
ッ

ク
ス
ト
ー
ン
に
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

の
不
動
産
取
引
部
門
が
ア
ポ
ロ
に
、

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
の
株
プ
ロ
ッ
プ
・
チ

ー
ム
が
昨
年
１０
月
に
Ｋ
Ｋ
Ｒ
に
引
き

抜
か
れ
た
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

�
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
、

独
立
す
る
ケ
ー
ス：

今
年
に
入
っ
て

か
ら
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
ク

オ
ン
ツ
・
ト
レ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ピ
ー

ト
・
マ
ラ
ー
が
チ
ー
ム
を
引
き
連
れ

て
独
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
し
、

昨
年
１２
月
に
は
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
の
ア

ジ
ア
・
チ
ー
ム
が
独
立
し
、
現
在
、

投
資
資
金
を
募
っ
て
い
る
。
す
で
に

１０
億
�
集
ま
っ
た
と
い
う
話
も
あ

り
、
滑
り
出
し
は
上
々
で
あ
る
。

�
自
社
の
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
部
門
に
移
籍
さ
せ
る
ケ
ー
ス：

昨

年
９
月
に
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
が
一
部
の

ト
レ
ー
ダ
ー
を
別
部
門
に
異
動
さ
せ

た
の
に
続
き
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
も
ト

レ
ー
ダ
ー
の
一
部
を
ア
セ
ッ
ト
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門
に
移
し
た
。

�
プ
ロ
ッ
プ
・
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
撤

退
、
部
門
閉
鎖
し
て
ト
レ
ー
ダ
ー
を

解
雇
す
る
ケ
ー
ス：

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン

は
昨
年
８
月
に
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
の
プ

ロ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
か
ら
撤

退
し
て
し
ま
っ
た
。

ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
、

Ｐ
Ｅ
の
焦
点
は
純
投
資

よ
り
も
関
連
業
務

ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
や
Ｐ
Ｅ
フ
ァ

ン
ド
へ
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ

ン
ド
資
産
お
よ
び
投
資
家
で
あ
る
金

融
機
関
のT

ier１

資
本
の
３
％
以

内
と
い
う
制
限
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
他
の
投

資
家
と
呉
越
同
舟
で
あ
る
こ
と
を
示

す
た
め
の
象
徴
的
な
投
資
で
あ
っ
た

場
合
が
多
く
、
ま
た
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
運
用
利
益
よ
り
は
運
用
手
数
料

稼
ぎ
が
目
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

金
融
機
関
の
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
、

Ｐ
Ｅ
へ
の
投
資
は
一
般
に
い
わ
れ
て

い
た
ほ
ど
は
大
き
く
な
い
。
Ｊ
Ｐ
モ

ル
ガ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と
の
合

弁
、
投
資
が
目
立
つ
ぐ
ら
い
だ
。

ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
あ
る
い
は
Ｐ

Ｅ
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
純

投
資
よ
り
も
関
連
業
務
へ
の
影
響
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
の
比

較
的
大
き
な
収
益
源
で
あ
っ
た
ヘ
ッ

ジ
・
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ム

・
ブ
ロ
ー
カ
レ
ッ
ジ
業
務
に
お
け
る

貸
株
な
ど
の
有
担
保
金
融
、
Ｐ
Ｅ
に

対
す
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ー
ン
な
ど

が
新
た
な
規
制
の
対
象
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
だ
。

金
融
機
関
も
当
然
、
座
し
て
死
を

待
つ
だ
け
で
は
な
い
。
先
ご
ろ
、
話

題
に
な
っ
た
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
が
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
未
公
開
株
を
大
口
個

人
投
資
家
に
売
却
し
よ
う
と
し
た
の

は
そ
の
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

未
公
開
株
へ
の
投
資
、
い
わ
ゆ
る
マ

ー
チ
ャ
ン
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
業
務
は

ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
の
規
制
対
象
外

で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
が
キ
ャ
ピ

タ
ル
・
ゲ
イ
ン
、
あ
る
い
は
将
来
の

上
場
ビ
ジ
ネ
ス
を
狙
っ
て
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ゲ
ー
ム
大
手
の
ジ
ン
ガ
な
ど
の
未

公
開
株
に
自
己
資
金
を
投
資
す
る
こ

と
は
、
未
公
開
株
へ
の
投
資
家
数
は

５
０
０
以
下
と
い
う
制
限
に
違
反
し

な
い
限
り
問
題
な
い
。
最
近
は

xpertfinancial

、S
econdM

ar-

ket

、G
ate

な
ど
未
公
開
株
の
私
設

取
引
シ
ス
テ
ム
が
設
立
さ
れ
、
取
引

量
も
増
え
て
い
る
。
た
と
え
ばS

ec-

ond
M

arket

は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
登
録
さ

れ
て
お
り
、
０９
年
に
は
１
億
�
だ
っ

た
取
引
高
が
、
１０
年
に
は
４
億
�
と
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４
倍
に
成
長
し
て
い
る
。
売
手
は
お

も
に
未
公
開
株
を
賞
与
あ
る
い
は
給

料
の
一
部
と
し
て
受
け
取
っ
た
新
興

企
業
の
現
役
あ
る
い
は
元
従
業
員
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
フ
ァ

ン
ド
で
、
買
手
は
機
関
投
資
家
や
高

額
所
得
者
層
の
個
人
投
資
家
で
あ

る
。
前
記
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
取
引
は
大
き
な
話
題
に

な
っ
た
結
果
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
調
査
が
入

り
、
お
蔵
入
り
し
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
似
た
よ
う
な
「
独
創

的
」
な
規
制
対
応
策
が
登
場
す
る
に

違
い
な
い
。

注
目
さ
れ
る
住
宅
ロ
ー
ン
証
券
化

に
伴
う
自
己
保
有
ル
ー
ル

消
費
者
金
融
関
連
で
は
、
こ
れ
ま

で
は
無
料
だ
っ
た
銀
行
サ
ー
ビ
ス
に

新
た
な
手
数
料
を
設
定
し
た
り
、
既

存
の
手
数
料
を
引
き
上
げ
る
と
い
っ

た
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
７
月
に

消
費
者
保
護
庁
が
正
式
に
発
足
す
る

前
の
駆
け
込
み
の
感
も
あ
る
が
、
預

金
保
険
料
の
計
算
の
際
の
分
母
を
預

金
残
高
ベ
ー
ス
か
ら
資
産
ベ
ー
ス
に

変
更
す
る
こ
と
が
つ
い
先
ご
ろ
決
定

さ
れ
る
な
ど
、
消
費
者
保
護
の
た
め

に
金
融
機
関
に
課
さ
れ
る
コ
ス
ト
が

上
が
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
金
融

機
関
の
自
衛
策
と
い
え
よ
う
。

そ
の
他
、
消
費
者
金
融
関
連
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
証
券

化
の
際
の
自
己
保
有
ル
ー
ル
で
あ
ろ

う
。
ロ
ー
ン
価
値
の
５
％
は
証
券
化

し
た
金
融
機
関
が
保
有
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
文
言
が
ド
ッ
ド
・

フ
ラ
ン
ク
法
に
盛
り
込
ま
れ
、
４
月

半
ば
が
最
終
ル
ー
ル
の
期
限
と
迫
っ

て
い
る
。
ま
た
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク

法
で
は
、
一
定
の
証
券
は
自
己
保
有

か
ら
免
除
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
免
除
証
券
の
は
っ
き
り
し
た
定

義
付
け
は
こ
れ
か
ら
だ
。
そ
の
う

え
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
、
こ
の
自
己
保
有

ル
ー
ル
を
別
途
、
検
討
さ
れ
て
い
る

住
宅
ロ
ー
ン
の
サ
ー
ビ
シ
ン
グ
業
務

規
制
に
一
緒
に
盛
り
込
ん
で
し
ま
お

う
、
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る
。
通

貨
監
督
庁
（
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
こ
の
Ｆ

Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
提
案
は
法
律
上
問
題
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
省
庁
が
管
轄

す
る
か
も
不
透
明
で
規
制
の
施
行
が

む
ず
か
し
い
と
反
対
。
一
方
、
当

初
、
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
Ｆ

Ｒ
Ｂ
が
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
見
解
に
も
耳
を

傾
け
つ
つ
あ
る
と
い
う
混
沌
と
し
た

状
況
で
あ
る
。
２
月
１１
日
に
米
政
府

が
発
表
し
た
政
府
系
住
宅
金
融
機
関

（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
）
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
が
、
Ｇ
Ｓ

Ｅ
を
徐
々
に
民
営
化
す
る
と
い
う
基

本
的
な
方
向
性
を
示
し
た
の
み
に
と

ど
ま
り
、
具
体
的
な
方
策
に
踏
み
込

ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
々
の
詳

細
が
ど
う
決
着
す
る
か
は
、
い
ま
だ

五
里
霧
中
だ
。

シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ

の
台
頭

ど
ん
な
に
規
制
を
強
化
し
た
と
こ

ろ
で
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
あ

る
リ
ス
ク
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
リ
ス
ク
は

厳
し
い
規
制
を
か
け
ら
れ
て
い
る
金

融
機
関
か
ら
逃
げ
、
緩
い
方
向
、
い

わ
ゆ
る
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
へ

流
れ
る
と
考
え
る
の
が
現
実
的
で
あ

ろ
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
の
推
計

に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン

グ
・
セ
ク
タ
ー
は
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン

ド
の
２
兆
�
を
含
む
１６
兆
�
に
達
す

る
。
こ
れ
は
金
融
機
関
の
約
１３
兆
�

と
い
う
資
産
残
高
を
す
で
に
し
の
い

で
い
る
。
こ
の
次
の
金
融
危
機
の
震

源
と
な
る
の
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
か
ら
生

ま
れ
た
規
制
の
緩
い
マ
ネ
ー
の
集
合

体
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ

は
巷
間
よ
く
い
わ
れ
る
ヘ
ッ
ジ
・
フ

ァ
ン
ド
で
も
Ｐ
Ｅ
で
も
な
く
、
巨
体

と
な
っ
て
い
る
割
に
は
リ
ス
ク
管
理

技
術
に
欠
け
る
Ｍ
Ｍ
Ｆ
か
、
資
本
基

準
規
制
が
課
さ
れ
て
い
な
い
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
の
中
央
清
算
機
関
（
Ｃ
Ｃ

Ｐ
）
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。ふ

か
や

よ
う
こ

国
際
基
督
教
大
学
卒
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
ウ
ォ
ー
ト
ン
・
ス
ク
ー
ル
Ｍ

Ｂ
Ａ
。
Ｓ
Ｇ
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
（
ロ
ン

ド
ン
）、
Ａ
Ｉ
Ｇ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
）、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
マ
ニ

ラ
）
等
を
経
て
現
職
。
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